
図５ 登熟歩合と胴割粒発生率の関係 

図１ 節間伸長期の日射量と稈長の関係 
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図３ 第４、５節の長さと稈長の関係 

（令和３年度指導活用技術 ＰＲ版） 

コシヒカリの穂ばらみ期前後の倒伏診断 
 

１ はじめに 

 コシヒカリは倒伏しやすい品種で、これまでも幼穂形

成期に倒伏診断し、穂肥の加減や倒伏軽減剤の散布によ

り倒伏対策を行ってきました。しかし、近年、基肥一括

肥料が普及し、穂肥の加減による倒伏対策ができなくな

りました。 

そこで、穂ばらみ期前後（出穂５～１４日前）に倒伏

診断し対策する技術を紹介します。 

なお、稈長は節間伸長期（幼穂形成期から出穂期）の

天候の影響を強く受ける（図１）ため、穂ばらみ期前後

の倒伏診断は、幼穂形成期での診断よりも精度が高くな

ります。 

 

２ 技術内容 

 コシヒカリは、穂が重たく稈長が長いと倒伏する傾向があり（図２）、倒伏程度が３以上

となると、収量と品質に大きく影響します。倒伏程度が３より小さい時、穂が重いもので

も、稈長が８７ｃｍ以下となっていることから、倒伏を防ぐには、稈長を８７cmまでにす

ることが必要です。 

本倒伏診断は、第４節が伸び切った穂ばらみ期前後（出穂５～１４日前、幼穂長で５～

１７ｃｍ）に、第４、５節の長さを測ることで行います。第４、５節の長さが１４ｃｍ以

上の時、稈長が長くなり、倒伏の可能性が高くなることが分かります（図３）。 

そのため、穂ばらみ期前後の第４、５節の長さを測り、１４ｃｍ以上の場合、倒伏軽減

剤を散布することで、大きな倒伏を避けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（農試 企画・指導部 高度営農支援課） 

図２ 稈長と倒伏程度の関係 
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